
JP 4828501 B2 2011.11.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アナログ映像データが印加されてデジタル映像データと同期信号を出力する映像信号処
理部と、
　前記映像信号処理部と電気的に連結され、前記映像信号処理部から印加される一フレー
ム分のデジタル映像データを全て合算したデータ合計値を出力するデータ合算部と、
　前記映像信号処理部および前記データ合算部に電気的に連結され、新規データ合計値を
出力するフレームデータ分析部と、
　前記フレームデータ分析部に電気的に連結され、前記新規データ合計値に対応する発光
時間を提供する発光時間提供部と、
　前記発光時間提供部に電気的に連結され、前記発光時間提供部から出力される発光時間
だけ発光信号を出力する発光制御駆動部と、
　前記発光制御駆動部に電気的に連結され、前記発光制御駆動部によって出力された発光
時間だけ発光する有機電界発光表示パネルと、
を含み、
　前記フレームデータ分析部は、
　フレームメモリと、
　前記フレームメモリに接続されている比較部と、
　前記データ合算部と前記比較部に接続されている加算部と、
を具備し、
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　前記フレームデータ分析部は、前記フレームメモリ及び前記比較部への前記映像信号処
理部からの前記デジタル映像データの入力のオン/オフ動作、ならびに、前記データ合算
部からの前記データ合計値の入力のオン/オフ動作が可能なイネーブル信号と電気的に連
結されており、
　前記イネーブル信号がターンオンされている場合には、
　　前記フレームメモリおよび前記比較部への、前記デジタル映像データの入力は許可さ
れるとともに、前記データ合計値の入力は不許可となり、
　　前記フレームメモリは、前記映像信号処理部から印加される前記デジタル映像データ
を保存し、保存されている以前のデジタル映像データを出力し、
　　前記比較部は、前記映像信号処理部から印加される前記デジタル映像データと、前記
フレームメモリから印加される前記以前のデジタル映像データと、を比較して値の差を出
力し、
　　前記加算部は、前記値の差と前記データ合計値とを加算して新規データ合計値を出力
し、
　前記イネーブル信号がターンオフされている場合には、
　　前記フレームメモリおよび前記比較部への、前記デジタル映像データの入力は不許可
となるとともに、前記データ合計値の入力は許可され、
　　前記フレームメモリは、前記データ合計値を保存し、保存されていた以前のデータ合
計値を出力し、
　　前記比較部は、前記データ合計値と、フレームメモリから印加された前記以前のデー
タ合計値と、を比較して値の差を出力し、
　　前記加算部は、前記値の差と前記データ合計値とを加算して新規データ合計値を出力
する、
ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記フレームメモリは、前記映像信号処理部と前記比較部との間に電気的に連結され、
前記映像信号処理部から印加されるデジタル映像データを保存し、保存されていた以前の
デジタル映像データを出力して前記比較部に印加することを特徴とする請求項１に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記フレームメモリは、サブフレームごとに保存されていた以前のデジタル映像データ
を出力し、前記映像信号処理部から印加されるデジタル映像データを保存することを特徴
とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記フレームメモリは、一フレーム分のデジタル映像データを保存していることを特徴
とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記比較部は、前記映像信号処理部と前記フレームメモリとの間に電気的に連結され、
前記映像信号処理部から印加されるデジタル映像データと前記フレームメモリから印加さ
れる以前のデジタル映像データを比較して値の差を出力することを特徴とする請求項１に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記加算部は、データ合算部と比較部との間に電気的に連結され、デジタル映像データ
を合算したデータ合計値と前記比較部から印加される値の差を合算した新規データ合計値
を出力することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記フレームメモリは、データ合算部と比較部との間に電気的に連結され、前記データ
合算部から印加されるデータ合計値を保存し、保存されていた以前のデータ合計値を出力
して比較部に印加することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
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　前記フレームメモリは、フレームごとに保存されていた以前のデータ合計値を出力し、
前記データ合算部から印加されるデータ合計値を保存することを特徴とする請求項１に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記比較部は、前記フレームメモリと前記加算部との間に電気的に連結され、前記フレ
ームメモリから印加される以前のデータ合計値とデータ合算部から印加されるデータ合計
値を比較して値の差を出力することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１０】
　前記フレームメモリは、一フレーム分のデータ合計値を保存していることを特徴とする
請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記加算部は、前記データ合算部と前記比較部との間に電気的に連結され、前記デジタ
ル映像データを合算したデータ合計値と前記比較部から印加される値の差を合算した新規
データ合計値を出力することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記映像信号処理部と電気的に連結され、前記同期信号が印加されて走査駆動部と、デ
ータ駆動部と、前記発光制御駆動部にクロック信号と同期信号を印加するクロック信号提
供部とをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記クロック信号提供部と有機電界発光表示パネルとの間に電気的に連結され、前記ク
ロック信号提供部から同期信号とクロック信号が印加されて駆動し、走査信号を前記有機
電界発光表示パネルに印加する走査駆動部をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記クロック信号提供部と前記有機電界発光表示パネルとの間に電気的に連結され、前
記クロック信号提供部から同期信号とクロック信号が印加されて動作し、前記映像信号処
理部から印加されたデジタル映像データを前記有機電界発光表示パネルに印加するデータ
駆動部をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記発光制御駆動部は、前記クロック信号提供部と前記有機電界発光表示パネルとの間
に電気的に連結され、前記クロック信号提供部から同期信号とクロック信号が印加されて
動作し、発光時間提供部から印加された発光時間だけ発光制御信号を有機電界発光表示パ
ネルに印加することを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記映像信号処理部と前記フレームデータ分析部との間に電気的に連結され、前記映像
信号処理部から印加されるデジタル映像データを合算してデータ合計値を出力するデータ
合算部をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　アナログ映像データが印加されてデジタル映像データに切替える映像信号処理段階と、
　前記デジタル映像データをフレームメモリに保存し、以前のフレームのフレームメモリ
に保存されていた以前のデジタル映像データを出力するフレームメモリ処理段階と、
　前記以前のデジタル映像データと前記デジタル映像データを比較して値の差を出力する
データ比較段階と、
　印加された前記デジタル映像データを全部合算してデータ合計値を出力するデータ合算
段階と、
　前記データ比較段階から出力された値の差と前記データ合算段階から出力されたデータ
合計値で新たな新規データ合計値を出力するデータ加算段階と、
　前記新規データ合計値に対応する発光時間を決定して発光制御駆動部に発光時間を提供
する発光時間制御段階と、を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の映像補正方法
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。
【請求項１８】
　前記映像信号処理段階は、前記アナログ映像データが印加されるデータ合算段階と、フ
レームメモリ処理段階とに、デジタル映像データを印加することを特徴とする請求項１７
に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【請求項１９】
　前記フレームメモリ処理段階と前記データ比較段階は、前記データ合算段階と同一期間
になされることを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【請求項２０】
　前記フレームメモリ処理段階は、印加された前記デジタル映像データをフレームメモリ
に保存するデータ保存段階と、
　前記フレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像データを読み出す、以前のデ
ータ読み出し段階と、を含むことを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置
の映像補正方法。
【請求項２１】
　前記以前のデジタル映像データは、前記フレームメモリに保存されていた以前のフレー
ムのデジタル映像データであることを特徴とする請求項２０に記載の有機電界発光表示装
置の映像補正方法。
【請求項２２】
　前記フレームメモリ処理段階は、以前のデータ読み出し段階がなされた後にデータ保存
段階がなされることを特徴とする請求項２０に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方
法。
【請求項２３】
　前記フレームメモリ処理段階は、一サブフレームごとにデジタル映像データを保存し、
保存されていた以前のデジタル映像データを出力してデータ比較段階に伝達することを特
徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【請求項２４】
　前記データ比較段階は、映像信号処理段階から伝達されたデジタル映像データとフレー
ムメモリ処理段階から伝達された以前のデジタル映像データを比較して値の差を出力する
段階であることを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【請求項２５】
　前記データ合算段階は、映像信号処理段階から伝達されたデジタル映像データを合算し
てデータ合計値を出力することを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の
映像補正方法。
【請求項２６】
　前記データ加算段階は、前記データ比較段階から伝達された値の差と前記データ合算段
階から伝達されたデータ合計値を合算して新規データ合計値を出力する段階であることを
特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【請求項２７】
　前記発光時間制御段階は、前記新規データ合計値に対応する発光時間が保存されている
参照値を介して新規データ合計値に対応する発光時間を決定することを特徴とする請求項
１７に記載の有機電界発光表示装置の映像補正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及び映像補正方法に関し、より詳しくは、各画素回路
にデータ印加時にフレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像データ値を読んで
、保存するデジタル映像データ値と直接に比較して値の差によって発光駆動時間を決定す
ることから発光駆動時間の誤差を除去することができる有機電界発光表示装置及び映像補
正方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来の有機電界発光表示装置は、蛍光または燐光有機化合物を電気的に励起させて発光
する表示装置として、Ｎ×Ｍ個の有機電界発光素子を駆動して映像を表示する。このよう
な有機電界発光素子は、アノード(ＩＴＯ)、有機薄膜、カソード(ｍｅｔａｌ)の構造を備
える。有機薄膜は、電子と正孔との結合を介して発光する発光層(ＥＭｉｔｔｉｎｇ　Ｌ
ａｙｅｒ、ＥＭＬ)、電子を輸送する電子輸送階(Ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ 
Ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ)及び正孔を輸送する正孔輸送層(Ｈｏｌｅ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｌａ
ｙｅｒ、ＨＴＬ)とを含む多層構造から構成され、また別途の電子を注入する電子注入層(
Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＩＬ)と正孔を注入する正孔注
入層(Ｈｏｌｅ Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ Ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ)とを含む。
【０００３】
　このように構成される有機電界発光素子を駆動する方式には、パッシブマトリックス(
ｐａｓｓｉｖｅ ｍａｔｒｉｘ、ＰＭ)方式とＭＯＳ型(Ｍｅｔａｌ Ｏｘｉｄｅ Ｓｉｌｉ
ｃｏｎ)薄膜トランジスタ(Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ)、アクテ
ィブマトリクス (ａｃｔｉｖｅ ｍａｔｒｉｘ 、ＡＭ)方式がある。パッシブマトリック
ス方式は、陽極と陰極を直交するように形成し、ラインを選択して駆動する。能動駆動方
式は、薄膜トランジスタとキャパシタを各ＩＴＯ(Ｉｎｄｉｕｍ Ｔｉｎ Ｏｘｉｄｅ)画素
電極に接続して、キャパシタの容量によって維持された電圧に応じて駆動する方式である
。この時、データドライバで印加する信号が電圧あるいは電流の印加によって電圧書込み
(ｖｏｌｔａｇｅ ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ) 方式と電流書込み(ｃｕｒｒｅｎｔ ｐｒｏｇ
ｒａｍｍｉｎｇ)方式に分けられる。
【０００４】
　また、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)に伝達する映像データに従って、アナログ駆動方式
とデジタル駆動方式に分けられる。アナログ駆動方式は、振幅変調(Ｐｕｌｓｅ Ａｍｐｌ
ｉｔｕｄｅ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ、以下、ＰＡＭ)方式として、有機電界発光素子(ＯＬ
ＥＤ)に映像データが示す大きさの電流または電圧を供給し、このような映像データの電
流または電圧駆動波形の振幅を変調してこれに対応する明るさで有機電界発光素子(ＯＬ
ＥＤ)を点灯させる方法である。デジタル駆動方式は、パルス幅変調(Ｐｕｌｓｅ Ｗｉｄ
ｔｈ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ、以下、ＰＷＭ)方式として、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)に
映像データの電流または電圧駆動波形のパルス幅を変調してこれに対応する明るさで有機
電界発光素子(ＯＬＥＤ)を点灯させる方法である。
【０００５】
　デジタル駆動方式の有機電界発光表示装置は、一フレーム(またはフィールド)を複数の
サブフレーム(またはサブフィールド)に分けて各サブフレームはデータ書込み期間(走査
駆動部で画素回路にエイブル信号を印加)と発光駆動期間(発光駆動部で画素回路にエイブ
ル信号を印加)で構成される。
【０００６】
　また、一つのサブフレームに含まれるデータ書込み期間は、全部、同時間の間に走査線
にエイブル信号が印加され、発光駆動期間は、２のｎ乗(ｎ＝０、１、２、…、ｎ－１)の
時間に階調表現が可能である。例えば、データが ４ビットで構成されると、映像データ
値としては、(００００(２))ないし１５(１１１１(２))をとることができ、ここで最大発
光駆動時間は、映像データ値が１５(１１１１(２))値のときに達成され、パルス幅が最大
になって最大輝度を表現するようになり、映像データ値が７(０１１１(２))値であれば、
パルス幅が最大発光制御駆動時間の１/２になって輝度が低下する。すなわち、４ビット
の映像データ値は、１６種類のパルス幅を作ることができ、 パルス幅によって１６階調
の輝度が表現される。
【０００７】
　このようなデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置は、消費全力を節減するため、一
フレームの映像信号が画面全体を高い輝度で発光させる場合には、電流を制御(Ａｕｔｏ
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ｍａｔｉｃ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｌｉｍｉｔ、以下、ＡＣＬ)して画面全体の輝度を低下させ
る制御方法が用いられる。このようなＡＣＬ法は、有機電界発光表示パネルに表示するた
めの全データ値を合算して有機電界発光表示パネルの平均輝度値を決定する。この時、平
均輝度値によって発光時間は一フレームの間に有機電界発光表示パネルに同一に供給され
る。しかし、有機電界発光表示パネルの各画素回路は、各画素回路のデータ値に構わず、
同一の発光駆動時間を有するようになるので、各画素回路の発光駆動時間は誤差が発生す
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記のような従来の問題点を解決するためになされたものであって、その目
的は、各画素回路にデータ印加時にフレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像
データ値を読んで保存するデジタル映像データ値と直接に比較して値の差によって発光駆
動時間を決定することにより、発光駆動時間の誤差を除去することができる有機電界発光
表示装置及び映像補正方法を提供することである。
【０００９】
　また、本発明の他の目的は、各画素回路ごとに発光時間を制御する機能がオン/オフ可
能であり、画素回路ごとに発光時間を制御する機能をターンオフさせて高速にデータを処
理することができる有機電界発光表示装置及び映像補正方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の目的を達成するための本発明に係る有機電界発光表示装置及び映像補正方法は、
アナログ映像データが印加されてデジタル映像データと同期信号を出力する映像信号処理
部と、前記映像信号処理部に電気的に連結され、新規データ合計値を出力するフレームデ
ータ分析部と、前記フレームデータ分析部に電気的に連結され、前記新規データ合計値に
対応する発光時間を提供する発光時間提供部と、前記発光時間提供部に電気的に連結され
、前記発光時間提供部から出力された発光時間位発光信号を出力する発光制御駆動部と、
前記発光制御駆動部に電気的に連結され、前記発光制御駆動部によって出力された発光時
間位発光する有機電界発光表示パネルとを含むことを特徴とする。
【００１１】
　前記フレームデータ分析部は、オン/オフ動作ができるようにするイネーブル信号と電
気的に連結されるとしてもよい。
【００１２】
　前記フレームデータ分析部は、ターンオンされて前記映像信号処理部から印加されたデ
ジタル映像データを保存し、保存されていた以前のデジタル映像データを出力するフレー
ムメモリと前記フレームメモリに電気的に連結され、デジタル映像データと前記フレーム
メモリから印加された以前のデジタル映像データを比較して値の差を出力する比較部と、
前記値の差と前記データ合計値とが印加されて新規データ合計値を出力する加算部とを含
むとしてもよい。
【００１３】
　前記フレームメモリは、前記映像信号処理部と前記比較部との間に電気的に連結され、
前記映像信号処理部から印加されたデジタル映像データを保存し、保存されていた以前の
デジタル映像データを出力して前記比較部に印加するとしてもよい。
【００１４】
　前記フレームメモリは、サブフレームごとに保存されていた以前のデジタル映像データ
を出力し、前記映像信号処理部から印加されるデジタル映像データを保存するとしてもよ
い。
【００１５】
　前記フレームメモリは、一フレームのデジタル映像データを保存するとしてもよい。
【００１６】
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　前記比較部は、前記映像信号処理部と前記フレームメモリとの間に電気的に連結され、
前記映像信号処理部から印加されるデジタル映像データと前記フレームメモリから印加さ
れる以前のデジタル映像データを比較して値の差を出力するとしてもよい。
【００１７】
　前記加算部は、映像信号処理部と比較部との間に電気的に連結され、デジタル映像デー
タを合算するデータ合計値と前記比較部から印加される値の差とを合算する新規データ合
計値を出力するとしてもよい。
【００１８】
　前記フレームデータ分析部は、ターンオフされて前記データ合計値を保存し、保存され
ていた以前のデータ合計値を出力するフレームメモリと、前記フレームメモリに電気的に
連結され、データ合計値とフレームメモリから印加された以前のデータ合計値を比較して
値の差を出力する比較部と、前記値の差とデータ合計値が印加されて新規データ合計値を
出力する加算部とを含むとしてもよい。
【００１９】
　前記映像信号処理部と前記加算部との間に電気的に連結され、前記映像信号処理部から
印加されるデジタル映像データを合算してデータ合計値を出力するデータ合算部をさらに
含むとしてもよい。
【００２０】
　前記フレームメモリは、データ合算部と比較部との間に電気的に連結され、前記データ
合算部から印加されるデータ合計値を保存し、保存されていた以前のデータ合計値を出力
して比較部に印加するとしてもよい。
【００２１】
　前記フレームメモリは、フレームごとに保存されていた以前のデータ合計値を出力し、
前記データ合算部から印加されたデータ合計値を保存するとしてもよい。
【００２２】
　前記比較部は、前記フレームメモリと前記加算部との間に電気的に連結され、前記フレ
ームメモリから印加される以前のデータ合計値とデータ合算部から印加されるデータ合計
値とを比較して値の差を出力するとしてもよい。
【００２３】
　前記フレームメモリは、一フレーム分のデータ合計値を保存するとしてもよい。
【００２４】
　前記加算部は、前記データ合算部と前記比較部との間に電気的に連結され、前記デジタ
ル映像データを合算したデータ合計値と前記比較部から印加される値の差を合算した新規
データ合計値とを出力するとしてもよい。
【００２５】
　前記映像信号処理部と電気的に連結され、前記同期信号が印加されて走査駆動部、デー
タ駆動部及び前記発光制御駆動部にクロック信号と同期信号を印加するクロック信号提供
部をさらに含むとしてもよい。
【００２６】
　前記クロック信号提供部と有機電界発光表示パネルとの間に電気的に連結され、 前記
クロック信号提供部で同期信号とクロック信号が印加されて駆動し、走査信号を前記有機
電界発光表示パネルに印加する走査駆動部をさらに含むとしてもよい。
【００２７】
　前記クロック信号提供部と前記有機電界発光表示パネルとの間に電気的に連結され、前
記クロック信号提供部で同期信号とクロック信号が印加されて動作し、前記映像信号処理
部から印加されたデジタル映像データを前記有機電界発光表示パネルに印加するデータ駆
動部をさらに含むとしてもよい。
【００２８】
　前記発光制御駆動部は、前記クロック信号提供部と前記有機電界発光表示パネルとの間
に電気的に連結され、前記クロック信号提供部で同期信号とクロック信号が印加されて動
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作し、発光時間提供部から印加される発光時間だけ発光制御信号を有機電界発光表示パネ
ルに印加するとしてもよい。
【００２９】
　前記映像信号処理部と前記フレームデータ分析部との間に電気的に連結され、 前記映
像信号処理部から印加されるデジタル映像データを合算してデータ合計値を出力するデー
タ合算部をさらに含むとしてもよい。
【００３０】
　前記発光時間提供部に電気的に連結され、新規データ合計値に対応する発光時間が保存
されている参照値をさらに含むとしてもよい。
【００３１】
　アナログ映像データが印加されてデジタル映像データに切り替える映像信号処理段階と
、前記デジタル映像データをフレームメモリに保存し、以前のフレームのフレームメモリ
に保存されていた以前のデジタル映像データを出力するフレームメモリ処理段階と、前記
以前デジタル映像データと前記デジタル映像データを比較して値の差を出力するデータ比
較段階と、前記デジタル映像データが印加されて全て合算してデータ合計値を出力するデ
ータ合算段階と、前記データ比較段階から出力された値の差と前記データ合算段階から出
力されたデータ合計値で新たな新規データ合計値を出力するデータ加算段階と、前記新規
データ合計値に対応する発光時間を決定して発光制御駆動部に発光時間を提供する発光時
間制御段階とを含むことができる。
【００３２】
　前記映像信号処理段階は、前記アナログ映像データが印加されてデータ合算段階とフレ
ームメモリ処理段階でデジタル映像データを印加するとしてもよい。
【００３３】
　前記フレームメモリ処理段階と前記データ比較段階は、前記データ合算段階と同一の期
間中になされるとしてもよい。
【００３４】
　前記フレームメモリ処理段階は、前記デジタル映像データが印加されてフレームメモリ
に保存するデータ保存段階及び前記フレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像
データを呼び出す以前のデータ読み出し段階とを含むとしてもよい。
【００３５】
　前記以前のデジタル映像データは、以前のフレームの前記フレームメモリに保存されて
いたデジタル映像データであるとしてもよい。
【００３６】
　前記フレームメモリ処理段階は、以前のデータ読み出し段階がなされた後にデータ保存
段階がなされるとしてもよい。
【００３７】
　前記フレームメモリ処理段階は、一サブフレームごとにデジタル映像データを保存し、
保存されていた以前のデジタル映像データを出力してデータ比較段階に伝達するとしても
よい。
【００３８】
　前記データ比較段階は、映像信号処理段階から伝達されたデジタル映像データと、フレ
ームメモリ処理段階から伝達された以前のデジタル映像データを比較して値の差を出力す
る段階であるとしてもよい。
【００３９】
　前記データ合算段階は、映像信号処理段階から伝達されたデジタル映像データを合算し
てデータ合計値を出力するとしてもよい。
【００４０】
　前記データ加算段階は、前記データ比較段階から伝達された値の差と前記データ合算段
階から伝達されたデータ合計値を合算して新規データ合計値を出力する段階であるとして
もよい。
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【００４１】
　前記発光時間制御段階は、前記新規データ合計値に対応する発光時間が保存されている
参照値を介して新規データ合計値に対応する発光時間を決定するとしてもよい。
【００４２】
　前記のように本発明に係る有機電界発光表示装置及び映像補正方法は、各画素回路にデ
ータ印加時にフレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像データ値を読んで保存
するデジタル映像データ値と直接に比較して得られた値の差によって発光駆動時間を決定
することによって発光駆動時間の誤差を除去することができる。また、各画素回路ごとに
発光時間を制御する機能がオン/オフ可能で画素回路ごとに発光時間を制御する機能をタ
ーンオフさせて高速にデータを処理することができる。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明に係る有機電界発光表示装置及び映像補正方法は、各画素回路にデータ印加時に
フレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像データ値を読んで保存するデジタル
映像データ値と直接に比較して値の差によって発光駆動時間を決定することから発光駆動
時間の誤差を除去することができる。
【００４４】
　また、前記のように本発明に係る有機電界発光表示装置及び映像補正方法は、各画素回
路ごとに発光時間を制御する機能をオン/オフすることが可能であり、画素回路ごとに発
光時間を制御する機能をターンオフさせて高速にデータを処理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、本発明の属する技術分野の通常の知識を有する者が容易に実施できるように、こ
の発明の実施形態について図面に基づいて説明する。
【００４６】
　ここで、本発明において、類似の構成及び動作を有する部分について同様な図面符号を
付けた。また、いずれかの部分が他の部分と電気的に連結されていることは、直接的に連
結されている場合のみならず、その中間に他の素子を間に置いて連結されている場合も含
む。
【００４７】
　図１には、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック図が示され
ている。
【００４８】
　図１に示すように、有機電界発光表示装置は、映像信号処理部１１０と、データ合算部
１２０と、フレームデータ分析部１３０と、発光時間提供部１４０と、クロック信号提供
部１５０と、発光制御駆動部１６０と、データ駆動部１７０と、走査駆動部１８０と、有
機電界発光表示パネル１９０とを含む。
【００４９】
　前記映像信号処理部１１０は、外部から供給されたアナログ映像データＡＤａｔａをサ
ンプリング(ｓａｍｐｌｉｎｇ)し、サンプリングされたデータから所定ビットのデジタル
映像データＤＤａｔａと同期信号ＳｎＣを分離する。勿論、前記映像信号処理部１１０は
、デジタル映像データＤＤａｔａを、前記データ合算部１２０と、前記フレームデータ分
析部１３０と、データ駆動部１７０とに供給し、同期信号ＳｎＣを、発光制御駆動部１６
０と、データ駆動部１７０と、走査駆動部１８０とに供給する。
【００５０】
　前記データ合算部１２０は、前記映像信号処理部１１０から印加された所定ビットのデ
ジタル映像データＤＤａｔａを合算してデータ合計値Ｓｕｍを生成する。 前記データ合
計値Ｓｕｍは、一フレーム分のデジタル映像データＤＤａｔａを全て合算した値である。
即ち、一フレーム分の有機電界発光表示パネル１９０のそれぞれの画素回路１９１に供給
されるデジタル映像データＤＤａｔａを全て合算した値である。このデータ合計値Ｓｕｍ
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を、フレームデータ分析部１３０に供給する。
【００５１】
　前記フレームデータ分析部１３０は、前記映像信号処理部１１０からデジタル映像デー
タＤＤａｔａが印加されるとともに、前記データ合算部１２０からデータ合計値Ｓｕｍが
印加され、新規データ合計値ＮＳｕｍを出力する。そして、フレームデータ分析部１３０
は、イネーブル信号Ｅｎが印加されてオン/オフ動作ができる。イネーブル信号Ｅｎが印
加されてフレームデータ分析部１３０がターンオンされると、フレームデータ分析部は動
作して新規データ合計値ＮＳｕｍを出力し、反転されたイネーブル信号ＥｎＢが印加され
てフレームデータ分析部１３０がターンオフされると、データ合算部１２０から印加され
たデータ合計値Ｓｕｍをそのまま出力する。前記フレームデータ分析部１３０は、ターン
オフされると、高速にデータをパネルに印加して発光時間も高速にパネルに印加すること
ができ、駆動時間を節約することができる。そして、データ合算部１２０は、新規データ
合計値ＮＳｕｍを発光時間提供部１４０に供給する。前記フレームデータ分析部１３０の
構造及び動作方法について詳しいことは図２ないし図５で説明する。
【００５２】
　前記発光時間提供部１４０は、参照値(ＬＵＴ、１４１)と電気的に連結されて前記フレ
ームデータ分析部１３０から印加された新規データ合計値ＮＳｕｍに対応する発光時間を
発光制御駆動部１６０に供給する。前記参照値(ＬＵＴ、１４１)は、新規データ合計値Ｎ
Ｓｕｍに対応する発光時間が保存されている記憶形態である。
【００５３】
　前記クロック信号提供部１５０は、前記映像信号処理部１１０で同期信号ＳｎＣが印加
されて、発光制御駆動部１６０と、データ駆動部１７０と、走査駆動部１８０とに、クロ
ック信号と同期信号とを供給する。前記同期信号ＳｎＣは、発光制御駆動部１６０と、デ
ータ駆動部１７０と、走査駆動部１８０とに、同時に一フレームの開始を知らせる信号で
あり、また、クロック信号は、発光制御駆動部１６０と、データ駆動部１７０と、走査駆
動部１８０とに、同時に一サブフレームの開始を知らせる信号である。
【００５４】
　前記発光制御駆動部１６０は、発光時間提供部１４０から印加された発光時間を各画素
回路に供給する。この時、画素回路は、データ線Ｄａｔａ[ｍ]からデジタル映像データＤ
Ｄａｔａが印加され、発光制御駆動部１６０で発光制御線Ｅｍ[１]、Ｅｍ[２]、…、Ｅｍ
[ｎ]から発光制御信号(発光時間)が印加されて動作する。そして、発光制御駆動部１６０
は、一サブフレームごとに一つの画素回路の発光時間を制御するが、この時、発光時間は
それぞれの画素回路に印加されるデジタル映像データＤＤａｔａを以前のフレームにその
画素回路に印加された以前のデジタル映像データと比較してその値の差によってフレーム
データ分析部１３０で発光時間を分析してそれぞれの画素回路に供給することから誤差の
ない発光時間を画素回路に提供できる。
【００５５】
　前記データ駆動部１７０は、複数のデータ線Ｄａｔａ[１]、Ｄａｔａ[２]、…、Ｄａｔ
ａ[ｍ]を介して前記パネルにデジタル映像データＤＤａｔａを供給することができる。す
なわち、前記データ駆動部１７０は、前記映像信号処理部１１０から供給されたデジタル
映像データＤＤａｔａを順次にシフトさせ、一列のデジタル映像データＤＤａｔａを維持
する。その後、データ駆動部１７０は、維持された一列のデジタル映像データＤＤａｔａ
をラッチし、各デジタル映像データＤＤａｔａの階調値に対応するデータ信号を生成して
所定のタイミングのデータ線に供給する。
【００５６】
　前記走査駆動部１８０は、複数の走査線Ｓｃａｎ[１]、Ｓｃａｎ[２]、…、Ｓｃａｎ[
ｎ]を介して、前記有機電界発光表示パネル１９０に走査信号を順次供給することができ
る。すなわち、前記走査駆動部１８０は、前記クロック信号提供部１５０から供給された
同期信号ＳｎＣとクロック信号とを利用して、走査線Ｓｃａｎ[１]、Ｓｃａｎ[２]、…、
Ｓｃａｎ[ｎ]に順次走査信号を印加する。
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【００５７】
　前記有機電界発光表示パネル１９０は、列方向に配列されている複数の走査線 Ｓｃａ
ｎ[１]、Ｓｃａｎ[２]、…、Ｓｃａｎ[ｎ]及び発光制御線Ｅｍ[１]、Ｅｍ[２]、…、Ｅｍ
[ｎ]と行方向に配列される複数のデータ線Ｄａｔａ[１]、Ｄａｔａ[２]、…、Ｄａｔａ[
ｍ]と、前記走査線Ｓｃａｎ[１]、Ｓｃａｎ[２]、…、Ｓｃａｎ[ｎ]、発光制御線Ｅｍ[１
]、Ｅｍ[２]、…、Ｅｍ[ｎ]及びデータ線Ｄａｔａ[１]、Ｄａｔａ[２]、…、Ｄａｔａ[ｍ
]とによって定義される画素回路(Ｐｉｘｅｌ、１９１)とを含む。
【００５８】
　ここで、前記画素回路(Ｐｉｘｅｌ)は、隣合う二つの走査線(または発光制御線)と隣合
う二つのデータ線によって定義される画素領域に形成できる。すなわち Ｎ×Ｍ個の画素
回路が画素領域に形成される。勿論、前記のように前記発光制御線Ｅｍ[１]、Ｅｍ[２]、
…、Ｅｍ[ｎ]には、前記発光制御駆動部１６０から発光制御信号が供給されてもよく、前
記データ線Ｄａｔａ[１]、Ｄａｔａ[２]、…、Ｄａｔａ[ｍ]には、前記データ駆動部１７
０からデータ信号が供給されることができ、前記走査線Ｓｃａｎ[１]、Ｓｃａｎ[２]、…
、Ｓｃａｎ[ｎ]には、前記走査駆動部１８０から走査信号が供給されてもよい。
【００５９】
　図２には、図１の有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部にイネーブル信号が印
加される時を示すブロック図が示されている。
【００６０】
　図２に示すように、有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部１３０は、フレーム
メモリ１３１と、比較部１３２と、加算部１３３とを含む。図２のフレームデータ分析部
１３０は、イネーブル信号が印加される時を示すもので、データ合計値Ｓｕｍがフレーム
メモリ１３１と比較部１３２とに印加されることを防ぎ、 加算部１３３のみに印加され
る。
【００６１】
　前記フレームメモリ１３１は、印加されたデジタル映像データＤＤａｔａを保存し、以
前のサブフレームで保存した、以前のデジタル映像データＢＤＤａｔａを出力する。この
ようなフレームメモリは、一サブフレームに一度ずつデジタル映像データを読み出し、新
たなデジタル映像データを保存する。この時、保存されるデジタル映像データＤＤａｔａ
は、データ駆動部１７０を介してパネルの画素回路に供給されるが、フレームメモリ１３
１に保存されるデジタル映像データＤＤａｔａと出力される以前のデジタル映像データＢ
ＤＤａｔａとは同一の画素回路に供給される。即ち、以前のフレームに以前のデジタル映
像データＢＤＤａｔａがｎ行ｍ列の画素回路に供給されると、次のフレームにはデジタル
映像データＤＤａｔａがｎ行ｍ列の画素回路に供給される。前記フレームメモリ１３１は
、一フレームに画素回路と同一の個数だけ、すなわち、Ｎ×Ｍ個のデジタル映像データＤ
Ｄａｔａを保存し、また、出力する。そして、フレームはＮ×Ｍ個のサブフレームで構成
される。
【００６２】
　前記比較部１３２は、前記映像信号処理部１１０から印加されたデジタル映像データＤ
Ｄａｔａと前記フレームメモリ１３１から印加された以前のデジタル映像データＢＤＤａ
ｔａを比較して二つのデジタル映像データの値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。すなわ
ち、デジタル映像データＤＤａｔａから以前のデジタル映像データＢＤＤａｔａを引いて
値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。前記比較部１３２は、フレームメモリ１３１で以前
のデジタル映像データＢＤＤａｔａが印加される度に動作可能である。
【００６３】
　前記加算部１３３は、前記データ合算部１２０から印加されたデータ合計値Ｓｕｍと前
記比較部１３２から印加された値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を加算して新規合計値ＮＳｕｍを
出力する。前記加算部１３３は、比較部１３２で値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)が印加される度
に動作可能である。すなわち、一サブフレームごとに一度ずつ新規データ合計値を出力し
て発光時間提供部１４０に供給する。前記発光時間提供部１４０は、一サブフレームごと
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に一度ずつ新規合計値ＮＳｕｍに対応する発光時間を発光制御駆動部１６０に供給する。
すなわち、それぞれの画素回路のデジタル映像データＤＤａｔａ値に対応する発光時間を
発光制御駆動部１６０に供給できることから、誤差のない発光時間を発光制御駆動部１６
０に供給するようになる。
【００６４】
　図３には、図２のフレームデータ分析部の駆動タイミング図が示されている。ここで、
図３を参照しながら、図１に示された有機電界発光表示装置１００の駆動を共に説明する
。
【００６５】
　図３に示すように、前記フレームデータ分析部１３０の駆動タイミング図は、大きく第
１フレーム(１ｆｒａｍｅ)と、第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)期間とで構成され、前記第２
フレーム(２ｆｒａｍｅ)以後は、第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)期間と同様に動作する。こ
こで、駆動タイミング図は、画素回路に保存されるデジタル映像データ(Ｐｉｘｅｌ[Ｗｒ
ｉｔｅ])、フレームメモリに保存されるデジタル映像データ(ＦＭ[Ｗｒｉｔｅ])及びフレ
ームメモリから出力されるデジタル映像データ(ＦＭ[Ｒｅａｄ])を用いて説明する。ここ
で、画素回路に保存されるデジタル映像データ(Ｐｉｘｅｌ[Ｗｒｉｔｅ])とフレームメモ
リに保存されるデジタル映像データ(ＦＭ[Ｗｒｉｔｅ])は、同一のデジタル映像データＤ
Ｄａｔａである。
【００６６】
　前記第１フレーム(１ｆｒａｍｅ)は、映像信号処理部１１０に第１フレームのアナログ
映像データ(ＡＤａｔａ１)が印加されて第１フレームのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ
１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)を生成する。前記第１フレームのデジタル映像データ
(ＤＤａｔａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)は、前記フレームデータ分析部１３０に
印加されて第１フレーム(１ ｆｒａｍｅ)分のすべてのデジタル映像データを前記フレー
ムメモリ１３１に保存する。ここで、第１フレーム(１ｆｒａｍｅ)は、最初のフレームで
あり、フレームメモリ１３１に保存されていた以前のデジタル映像データがないことから
、比較部１３２と加算部１３３は動作しない。そして、この時、有機電界発光表示装置１
００のデータ駆動部１７０に第１フレームのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿１ない
しＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)が印加される。前記データ駆動部１７０は、第１フレーム(１ｆ
ｒａｍｅ)分のすべてのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ 
ｍ)を画素回路に印加し、前記画素回路は前記デジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿１ない
しＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)に該当する期間だけ発光するようになる。
【００６７】
　前記第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)は、映像信号処理部１１０に第２フレームのアナログ
映像データＡＤａｔａが印加されて第２フレームのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿
１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)を生成する。この時、前記第２フレームのデジタル映像デ
ータ(ＤＤａｔａ２＿１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)は、前記フレームデータ分析部１３
０に印加されて第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)分のすべてのデジタル映像データを前記フレ
ームメモリ１３１に保存する。ここで、第１サブフレーム(１ ｓｕｂ ｆｒａｍｅ)は、前
記フレームメモリ１３１に第２＿１デジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿１)を保存し、以
前のフレームの前記フレームメモリ１３１に保存されていた第１＿１デジタル映像データ
(ＤＤａｔａ１＿１)を出力する期間である。この時、前記比較部１３２は、前記第２＿１
デジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿１)と第１＿１デジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿
１)が印加されて二つのデジタル映像データの値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。 すな
わち、第２＿１デジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿１)から第１＿１デジタル映像データ
(ＤＤａｔａ１＿１)を引いて値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。 前記値の差(Ｄｅｌｔ
ａ Ｖ)が印加された加算部１３３は、前記データ合算部１２０から印加されたデータ合計
値Ｓｕｍと前記比較部１３２から印加された値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を加算して新規合計
値ＮＳｕｍを出力する。第２サブフレーム(２ ｓｕｂ ｆｒａｍｅ)ないし第ｎ ｍサブフ
レーム(ｎ ｍ ｓｕｂ ｆｒａｍｅ)は、第１サブフレーム(１ ｓｕｂ ｆｒａｍｅ)と同様
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に動作する。前記第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)分のすべてのデジタル映像データ(ＤＤａ
ｔａ２＿１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)を画素回路に印加し、前記画素回路は前記デジタ
ル映像データ(ＤＤａｔａ２＿１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)に該当する期間だけ発光す
るようになる。すなわち、前記デジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿１ないしＤＤａｔａ
２＿ｎ ｍ)がフレームメモリ１３１に印加されて出力された新規合計値ＮＳｕｍに対応す
る発光時間を発光制御駆動部１６０に印加して前記画素回路の有機電界発光素子は発光す
るようになる。
【００６８】
　図４には、図１の有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部に反転されたイネーブ
ル信号が印加される時を示すブロック図が示されている。
【００６９】
　図４に示すように、有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部１３０は、フレーム
メモリ１３１と、比較部１３２と、加算部１３３とを含む。図４のフレームデータ分析部
１３０は、反転されたイネーブル信号が印加される時を示したもので、デジタル映像デー
タＤＤａｔａがフレームメモリ１３１と比較部１３２とに印加されることを防ぐ。
【００７０】
　前記フレームメモリ１３１は、データ合計値Ｓｕｍが印加され保存し、以前のフレーム
に保存されていた以前のデータ合計値ＢＳｕｍを出力する。このようなフレームメモリは
、一フレームに一度ずつデータ合計値を読み出し、新たなデータ合計値を保存する。この
時、保存されるデータ合計値Ｓｕｍは、データ合算部１２０を介してフレームメモリ１３
１に印加される。この時、デジタル映像データＤＤａｔａは、データ駆動部１７０を介し
てパネルの画素回路に供給されるが、 前記デジタル映像データＤＤａｔａは一フレーム
に画素回路と同一の個数だけ、即ち、Ｎ×Ｍ個のデジタル映像データＤＤａｔａを画素回
路に供給する。
【００７１】
　前記比較部１３２は、前記フレームメモリ１３１から印加された以前のデータ合計値Ｂ
Ｓｕｍと前記データ合算部１２０から印加されたデータ合計値Ｓｕｍを比較して二つのデ
ータ合計値の値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。すなわち、データ合計値Ｓｕｍから以
前のデータ合計値ＢＳｕｍを引いて値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。前記比較部１３
２は、フレームメモリ１３１から以前のデータ合計値ＢＳｕｍが印加される度に動作可能
である。すなわち、一フレームに一度にデータ合計値の値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力す
る。
【００７２】
　前記加算部１３３は、前記データ合算部１２０から印加受されたデータ合計値Ｓｕｍと
前記比較部１３２から印加された値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を加算して新規合計値ＮＳｕｍ
を出力する。前記加算部１３３は、比較部１３２で値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)が印加される
度に動作可能である。すなわち、一フレームに一度に新規データ合計値を出力して発光時
間提供部１４０に供給する。前記発光時間提供部１４０は、一フレーム分に新規合計値Ｎ
Ｓｕｍに対応する同一の発光時間を発光制御駆動部に供給する。
【００７３】
　図５には、図４のフレームデータ分析部の駆動タイミング図が示されている。 ここで
、図５を参照しながら、図１に示された有機電界発光表示装置１００の駆動を共に説明す
る。
【００７４】
　図５に示すように、前記フレームデータ分析部１３０の駆動タイミング図は、大きく第
１フレーム(１ｆｒａｍｅ)と第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)期間で構成され、前記第２フレ
ーム(２ｆｒａｍｅ)以後は、第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)期間と同様に動作する。ここで
、駆動タイミング図を、画素回路に保存されるデジタル映像データ(Ｐｉｘｅｌ[Ｗｒｉｔ
ｅ])、フレームメモリに保存されるデータ合計値(ＦＭ[Ｗｒｉｔｅ])及びフレームメモリ
から出力される以前のデータ合計値(ＦＭ[Ｒｅａｄ])を用いて説明する。ここで、以前の
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データ合計値(ＦＭ[Ｒｅａｄ])は、以前のフレームのフレームメモリ１３１に保存された
データ合計値である。
【００７５】
　前記第１フレーム(１ｆｒａｍｅ)は、映像信号処理部１１０に第１フレームのアナログ
映像データＡＤａｔａが印加されて第１フレームのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿
１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)を生成する。この時、前記第１フレームのデジタル映像デ
ータ(ＤＤａｔａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)は、データ合算部１２０に印加され
て第１データ合計値Ｓｕｍ１を出力し、前記第１データ合計値Ｓｕｍ１は、前記フレーム
データ分析部１３０に印加される。そして、前記フレームデータ分析部１３０に印加され
た第１データ合計値Ｓｕｍ１は、フレームメモリ１３１に保存される。ここで、第１フレ
ーム(１ｆｒａｍｅ)は、最初のフレームであり、フレームメモリ１３１に保存されている
以前のデジタル映像データは存在しないので、比較部１３２と加算部１３３は動作しない
。そして、この時、有機電界発光表示装置１００のデータ駆動部１７０に第１フレームの
デジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)が印加される。 前記
データ駆動部１７０は、第１フレーム(１ｆｒａｍｅ)分のデジタル映像データ(ＤＤａｔ
ａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)を画素回路１９１に印加し、 前記画素回路は前記
デジタル映像データ(ＤＤａｔａ１＿１ないしＤＤａｔａ１＿ｎ ｍ)に該当する期間だけ
発光するようになる。
【００７６】
　前記第２フレーム(２ｆｒａｍｅ)は、映像信号処理部１１０に第２フレームのアナログ
映像データＡＤａｔａが印加されて第２フレームのデジタル映像データ(ＤＤａｔａ２＿
１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)を生成する。この時、前記第２フレームのデジタル映像デ
ータ(ＤＤａｔａ２＿１ないしＤＤａｔａ２＿ｎ ｍ)は、データ合算部１２０に印加され
て第２データ合計値Ｓｕｍ２を出力し、前記第２データ合計値Ｓｕｍ２は前記フレームデ
ータ分析部１３０に印加される。前記フレームデータ分析部１３０に印加された第２デー
タ合計値Ｓｕｍ２は、フレームメモリ１３１に保存される。前記フレームメモリ１３１に
第２データ合計値Ｓｕｍ２を保存する前に、第１フレームにフレームメモリ１３１に保存
されていた第１データ合計値Ｓｕｍ１を出力する。この時、前記比較部１３２は、前記第
１データ合計値Ｓｕｍ１と前記第２データ合計値Ｓｕｍ２が印加されて二つのデータ合計
値を比較して値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。すなわち、第２データ合計値Ｓｕｍ２
から第１データ合計値Ｓｕｍ１を引いて値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を出力する。前記値の差(
Ｄｅｌｔａ Ｖ)が印加された加算部１３３は、前記データ合算部１２０から印加された第
２データ合計値Ｓｕｍ２と前記比較部１３２から印加された値の差(Ｄｅｌｔａ Ｖ)を加
算して新規合計値を出力する。
【００７７】
　前記の図５のタイミング図は、図３に比べてフレームメモリ１３１に保存されていたデ
ータ値を読んで出力する時間(ＦＭ[Ｒｅａｄ])が短縮されることにより、高速駆動が容易
である。
【００７８】
　図６には、図１の有機電界発光表示装置の参照値を示す特性曲線が示されている。図６
は、メモリ内部で保存されている参照値の特性を示す曲線である。
【００７９】
　図６に示すように、有機電界発光表示装置の参照値(ＬＵＴ、図１参照)を示す特性曲線
は、発光時間提供部１４０に印加される新規合計値ＮＳｕｍが増加するほど、画素回路に
伝達する輝度(ＰＷＭ)値が増加する。すなわち、新規合計値ＮＳｕｍが以前の新規値に比
べてさらに増加すると、発光制御駆動部の発光信号のパルス幅をさらに長くして有機電界
発光素子の発光時間を増加させる。前記有機電界発光素子は、発光時間が増加するように
なって、さらに明るい輝度を有するようになる。
【００８０】
　図７には、本発明の有機電界発光表示装置の映像補正方法の初期のフレームを示すフロ
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ーチャートが示されている。
【００８１】
　図７に示すように、有機電界発光表示装置の映像補正方法のうち初期のフレーム(以下
、第１フレーム)のフローチャートは、映像信号処理段階Ｓ１、第１分岐段階Ｓ２、デー
タ合算段階Ｓ３及びフレームメモリ処理段階Ｓ４とを含む。
【００８２】
　前記映像信号処理段階Ｓ１は、外部から供給されたアナログ映像データをサンプリング
(ｓａｍｐｌｉｎｇ)し、サンプリングされたデータから所定のビットｂｉｔのデジタル映
像データと同期信号を分離する。
【００８３】
　前記第１分岐段階Ｓ２は、それぞれの画素回路ごとに発光時間を制御する（ｙぇｓを選
択する）ためにはフレームメモリ処理段階Ｓ４に移動するようになり、一フレームにすべ
ての画素回路の発光時間を同一にする（ｎｏを選択する）ためにはデータ合算段階Ｓ３に
移動するように決定する段階である。前記第１分岐段階Ｓ２を介してフレームデータ分析
部(１３０、図１参照)が一フレームごとに一度に動作してもよく、 一フレームごとに各
画素回路の個数(ｎ ｍ)と同一のサブフレームごとにしてもよい。
【００８４】
　前記データ合算段階Ｓ３は、一フレームのデジタル映像データＤＤａｔａを皆合算して
データ合計値Ｓｕｍを生成する段階である。すなわち、一フレーム分に有機電界発光表示
パネルのそれぞれの画素回路に供給されるデジタル映像データＤＤａｔａを全部合算する
段階である。
【００８５】
　前記フレームメモリ処理段階Ｓ４は、データ保存段階とデータ合計値保存段階がある。
ここで、データ保存段階は、第１分岐段階Ｓ２でそれぞれの画素回路ごとに発光時間を制
御すること（ｙｅｓ）を選択する場合には、第１フレームのすべてのデジタル映像データ
ＤＤａｔａを保存する段階である。データ合計値保存段階は、第１分岐段階Ｓ２で一フレ
ームのすべての画素回路の発光時間を同一に動作すること（ｎｏ）を選択する場合には、
前記データ合算段階Ｓ３でデータ合計値Ｓｕｍを生成したものをフレームメモリに保存す
る段階である。
【００８６】
　前記映像信号処理段階Ｓ１、第１分岐段階Ｓ２、データ合算段階Ｓ３及びフレームメモ
リ処理段階Ｓ４の終了に引き続き、図８のスタート段階に移動する。前記初期のフレーム
の有機電界発光表示装置の映像補正方法は、以前のフレームないことから、また、フレー
ムメモリに保存されていたデジタル映像データＤＤａｔａがないことから、図８のような
データ比較段階Ｓ５、データ加算段階Ｓ６、 発光時間制御段階Ｓ７、第２分岐段階Ｓ８
が存在しない。すなわち、有機電界発光表示装置の映像補正方法は、初期のフレーム(第
１フレーム)を図７のような段階としてデジタル映像データＤＤａｔａをフレームメモリ
に保存した後に図 ８のような段階で動作する。
【００８７】
　図８には、本発明の他の実施形態に係る有機電界発光表示装置の映像補正方法を示すフ
ローチャートが示されている。
【００８８】
　図８に示すように、有機電界発光表示装置の映像補正方法は、映像信号処理段階Ｓ１と
、第１分岐段階Ｓ２と、データ合算段階Ｓ３と、フレームメモリ処理段階Ｓ４と、データ
比較段階Ｓ５と、データ加算段階Ｓ６と、発光時間制御段階Ｓ７と、第２分岐段階Ｓ８と
、過程繰り返し段階Ｓ９とを含む。前記有機電界発光表示装置の映像補正方法は、有機電
界発光表示装置が一番目に動作する第１フレームの以外のフレームで動作する方法である
。
【００８９】
　前記映像信号処理段階Ｓ１は、外部から供給されたアナログ映像データをサンプリング
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(ｓａｍｐｌｉｎｇ)し、サンプリングされたデータから所定のビットのデジタル映像デー
タと同期信号を分離する。
【００９０】
　前記第１分岐段階Ｓ２は、それぞれの画素回路ごとに発光時間を制御する(以下、 [ｙ
ｅｓ]を選択する)ためにはフレームメモリ処理段階Ｓ４に移動することを、一フレームに
すべての画素回路の発光時間を同一にする(以下、[ｎｏ]を選択する)ためにはデータ合算
段階Ｓ３に移動することを決定する段階である。前記第１分岐段階Ｓ２を介して、フレー
ムデータ分析部(１３０、図１参照)が、一フレームごとに一度動作してもよく、また、一
フレームに各画素回路の個数(ｎ ｍ)と同一のサブフレームごとに動作してもよい。
【００９１】
　前記データ合算段階Ｓ３は、一フレームのデジタル映像データＤＤａｔａを全部合算し
てデータ合計値Ｓｕｍを生成する段階である。すなわち、一フレーム分に有機電界発光表
示パネルのそれぞれの画素回路に供給されるデジタル映像データＤＤａｔａを全部合算す
る段階である。前記第１分岐段階Ｓ２でそれぞれの画素回路ごとに発光時間を制御するこ
とを選択する場合と、一フレームにすべての画素回路の発光時間を同様に動作することを
選択する場合のデータ合算段階Ｓ３は同一の段階である。 
【００９２】
　前記フレームメモリ処理段階Ｓ４は、第１分岐段階Ｓ２で[ｙｅｓ]を選択する場合、以
前のフレームのフレームメモリに保存されていた以前のデジタル映像データを読み出し、
フレームメモリに現在フレームのデジタル映像データを保存する。この時、読み出される
以前のフレームのデジタル映像データと現在のフレームのデジタル映像データは、一フレ
ームを間隔に同一の画素回路に印加されるデータである。そして、第１分岐段階Ｓ２で[
ｙｅｓ]を選択する場合にフレームメモリ処理段階Ｓ４は、それぞれの画素回路に印加さ
れるデジタル映像データ値に従って、発光時間を制御するためにサブフレームごとに動作
する。前記第１分岐段階Ｓ２で[ｎｏ]を選択する場合は、以前のフレームのフレームメモ
リに保存されていた以前のデータ合計値を読み出し、現在のフレームにデータ合計値をフ
レームメモリに保存する。そして、第１分岐段階Ｓ２で[ｎｏ]を選択する場合にフレーム
メモリ処理段階Ｓ４は、一フレーム分に画素回路に同一の発光時間を印加することから発
光時間を制御するために一フレームごとに一度動作する。
【００９３】
　前記データ比較段階Ｓ５は、第１分岐段階Ｓ２で[ｙｅｓ]を選択した場合には、前記フ
レームメモリ処理段階Ｓ４で読み出された以前のデジタル映像データと保存されたデジタ
ル映像データの値の差を比較してその値の差を出力する段階である。すなわち、現在のフ
レームのデジタル映像データから以前のフレームのデジタル映像データを引いてその値の
差を出力する段階である。この時、データ比較段階Ｓ５は、フレームメモリ処理段階Ｓ４
で読み出された以前のデジタル映像データとデジタル映像データを比較し、デジタル映像
データが画素回路ごとに異なるという理由により、フレームメモリ処理段階Ｓ４の動作と
同様にサブフレームごとに一度ずつ動作する。前記第１分岐段階Ｓ２で[ｎｏ]を選択した
場合には、前記フレームメモリ処理段階Ｓ４で読み出された以前のデータ合計値と保存さ
れたデータ合計値を比較してその値の差を出力する段階である。すなわち、現在のフレー
ムのデータ合計値から以前フレームのデータ合計値を引いてその値の差を出力する段階で
ある。この時、データ比較段階Ｓ５は、フレームメモリ処理段階Ｓ４で読み出された以前
のデータ合計値とデータ合計値を比較するという理由により、フレームメモリ処理段階Ｓ
４の動作と同様にフレームごとに一度ずつ動作する。
【００９４】
　前記データ加算段階Ｓ６は第１分岐段階Ｓ２で [ｙｅｓ]を選択した場合に前記データ
合算段階Ｓ３で印加されたデータ合計値とデータ比較段階Ｓ５で印加された値の差を加算
して新しいデータ合計値を出力する段階である。 この時のデータ加算段階Ｓ６はデータ
比較段階Ｓ５で値の差が印加される時度動作するので、データ比較段階Ｓ５の動作と同様
、サブフレームごとに一度ずつ動作する。 前記第１分岐段階Ｓ２で [ｎｏ]を選択した場
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合には、前記データ合算段階Ｓ３で印加されたデータ合計値と、データ比較段階Ｓ５で印
加された値の差を加算して、新しいデータ合計値を出力する段階である。 この時のデー
タ加算段階Ｓ６は、データ比較段階Ｓ５で値の差が印加される時度動作するので、データ
比較段階Ｓ５の動作と同様、フレームごとに一度ずつ動作する。
【００９５】
　前記発光時間制御段階Ｓ７は、第１分岐段階Ｓ２で[ｙｅｓ]を選択する場合と[ｎｏ]を
選択する場合、全部同様に前記データ加算段階Ｓ６から出力された新たなデータ合計値に
対応する発光時間を出力する段階である。新たなデータ合計値が以前のフレームの新たな
データ合計値に比べてさらに小さいと、画素回路に供給される発光時間を減少させ、新た
なデータ合計値が以前のフレームの新たなデータ合計値に比べてさらに大きいと、画素回
路に供給される発光時間を増加させる段階である。
【００９６】
　前記第２分岐段階Ｓ８は、第１分岐段階Ｓ２で[ｙｅｓ]を選択した場合に一フレームが
終了すると(ｙｅｓ)、前記過程繰り返し段階Ｓ９に移動し、一フレームが終了しなければ
(ｎｏ)、フレームメモリ処理段階Ｓ４に移動する。 前記フレームメモリ処理段階Ｓ４に
移動して、次のサブフレームに対して、動作フレームメモリ処理段階Ｓ４ないし発光時間
制御段階Ｓ７を実行して、以前のフレームと異なる発光時間を画素回路に供給するように
なる。そして、前記第１分岐段階Ｓ２で[ｎｏ]を選択した場合には、一フレームが終了す
ると(ｙｅｓ)、第１分岐段階Ｓ２で[ｙｅｓ]を選択することと同様に過程繰り返し段階Ｓ
９に移動し、 一フレームが終了しなければ(ｎｏ)、発光時間制御段階Ｓ７に移動する段
階である。前記発光時間制御段階Ｓ７に移動して次のサブフレームにも同一の発光時間を
画素回路に供給するようになる。
【００９７】
　前記過程繰り返し段階Ｓ９は、前記映像信号処理段階Ｓ１ないし第２分岐段階Ｓ８を繰
り返す段階として、前記過程繰り返し段階Ｓ９は一フレームごとに一度ずつ動作するよう
になる。すなわち、それぞれの画素回路ごとに発光時間を制御するか、制御しないでそれ
ぞれの画素回路が同一の発光時間を有するかの可否を一フレームごとに選択することがで
きる。
【００９８】
　以上、本発明は、上述した特定の好適な実施例に限定されるものではなく、特許請求範
囲から請求する本発明の基本概念に基づき、当該技術分野における通常の知識を有する者
であれば、様々な実施変形が可能であり、そのような変形は本発明の特許請求範囲に属す
るものである。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック図である。
【図２】図１の有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部にイネーブル信号が印加さ
れる時を示すブロック図である。
【図３】図２のフレームデータ分析部のタイミング図である。
【図４】図１の有機電界発光表示装置のフレームデータ分析部に反転されたイネーブル信
号が印加される時を示すブロック図である。
【図５】図４のフレームデータ分析部のタイミング図である。
【図６】図１の有機電界発光表示装置の参照値を示す特性曲線である。
【図７】本発明の初期のフレームの有機電界発光表示装置の映像補正方法を示すフローチ
ャートである。
【図８】本発明の他の実施形態に係る有機電界発光表示装置の映像補正方法を示すフロー
チャートである。
【符号の説明】
【０１００】
　１１０　映像信号処理部
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　１２０　データ合算部
　１３０　フレームデータ分析部
　１３１　フレームメモリ
　１３２　比較部
　１３３　加算部
　１４０　発光時間提供部
　１４１　参照値(ＬＵＴ)
　１５０　クロック信号提供部
　１６０　発光制御駆動部
　１７０　データ駆動部
　１８０　走査駆動部
　１９０　有機電界発光表示パネル
　１９１　画素回路
　Ｓ１　映像信号処理段階
　Ｓ２　第１分岐段階
　Ｓ３　データ合算段階
　Ｓ４　フレームメモリ処理段階
　Ｓ５　データ比較段階
　Ｓ６　データ加算段階
　Ｓ７　発光時間制御段階
　Ｓ８　第２分岐段階
　Ｓ９　過程繰り返し段階

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供有机发光显示器和图像校正方法，通过该方法可以
消除发光驱动时间的误差并且可以快速处理数据。 ŽSOLUTION：该设
备包括：视频信号处理器，用于接收模拟视频数据并输出数字视频数据
和同步信号;帧数据分析单元，电耦合到图像信号处理器，用于输出新的
数据求和值;发光时间供应单元，电耦合到帧数据分析单元，并被配置为
根据新数据求和值提供发光时间;发光控制驱动器，电耦合到发光时间供
应单元，并且被配置为根据从发光时间供应单元输出的发光时间输出发
光信号;有机发光显示面板，电连接到发光控制驱动器，并配置成根据从
发光控制驱动器输出的发光时间发光。 Ž
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